
ルール・禁止されていることルール・禁止されていること
きん   しきん   し

市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅にはたくさんの人
ひと

が住
す

んでいます。みんなが気
き

持
も

ちよく生
せいかつ

活

するために、ルールを守
まも

ってください。

市
し

営
えい

住
じゅう

宅
たく

に住
す

む人
ひと

たちが作
つく

った管
かん

理
り

組
くみ

合
あい

（自
じ

治
ち

会
かい

など）は、みんな

のために次
つぎ

の活
かつどう

動をしています。

①共
きょうえき

益費
ひ

（階
かいだん

段・廊
ろう

下
か

の電
でんとう

灯やエレベーターの電
でん

気
き

代
だい

などのこと）

を集
あつ

めて払
はら

う

②市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅全
ぜんたい

体の掃
そう

除
じ

　みんなが気
き

持
も

ちよく生
せいかつ

活できるように協
きょうりょく

力してください。



ルール・禁止されていることルール・禁止されていること
きん   しきん   し

家
や

賃
ちん

とは別
べつ

に、共
きょうえき

益費
ひ

（階
かいだん

段・廊
ろうか

下の電
でんとう

灯やエレベーターの電
でん　き　だい

気代などの

こと）の支
し

払
はら

いがあります。共
きょうえき

益費
ひ

は、管
かん

理
り

組
くみあい

合（自
じ

治
ち

会
かい

など）に必
かなら

ず

払
はら

ってください

管
かん

理
り

組
くみあい

合（自
じ

治
ち

会
かい

など）は、みんな

が気
き

持
も

ちよく生
せいかつ

活できるように、市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅全
ぜんたい

体の掃
そう

除
じ

などをしています。

自
じ

治
ち

会
かい

の活
かつどう

動への参
さん

加
か

や協
きょうりょく

力をお願
ねが

いします。

動
どうぶつ

物を飼
か

うことはできません。

鳴
な

き声
ごえ

やにおい、抜
ぬ

け毛
げ

など

により、周
まわ

りの人
ひと

が迷
めいわく

惑だと

感
かん

じます。

犬
いぬ

、猫
ねこ

、鳥
とり

などの動
どうぶつ

物は飼
か

う

ことはできません。

家
いえ

の中
なか

で大
おお

きな

声
こえ

や音
おと

を出
だ

しては

いけません。周
まわ

り

の人
ひと

が迷
めいわく

惑だと

感
かん

じます。

共
きょうえき

益費
ひ

の支
しはら

払い

自
じちかい

治会活
かつどう

動

動
どうぶつ

物の飼
しいく

育は禁
きんし

止です 騒
そうおん

音の禁
きんし

止

きん　 し　  じ    こう



きん　 し　  じ    こう

迷
めいわく

惑駐
ちゅうしゃ

車禁
きんし

止 増
ぞうかいちく

改築禁
きんし

止

不
ふせい

正入
にゅうきょ

居禁
きんし

止

その他
た

の禁
きんし

止されていること

車
くるま

は決
き

められた場
ば

所
しょ

に停
と

め

てください。

ほかの場
ば

所
しょ

に停
と

めると、

事
じ

故
こ

が起
お

きたり、消
しょうぼうしゃ

防車・

救
きゅうきゅうしゃ

急車・ゴミ収
しゅうしゅうしゃ

集車などが

入
はい

れません。絶
ぜったい

対に停
と

めて

はいけません。

正
ただ

しい手
てつづき

続を取
と

らずに市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅に住
す

む

ことは禁
きん

止
し

です。

住
じゅうたく

宅を別
べつ

の人
ひと

に貸
か

したり、市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅に

住
す

む権
けん

利
り

を譲
ゆず

ることはできません。

住
す

む人
ひと

は、正
ただ

しい手
てつづき

続をして許
きょ

可
か

を受
う

けてから入
にゅうきょ

居してください。

住
じゅうたく

宅を住
す

む以
い

外
がい

の目
もくてき

的で使
し

用
よう

する

ことは禁
きんし

止です。

また、市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅の中
なか

で物
もの

を売
う

るな

どしてお金
かね

をもらうことは禁
きん

止
し

です。

住
じゅうたく

宅やみんなで使
つか

う施
し

設
せつ

を汚
よご

したり

壊
こわ

すことは禁
きん

止
し

です。

以
い

下
か

のことは禁
きん

止
し

です。

・家
いえ

の模
も

様
よう

替
が

えや増
ぞうちく

築

をすること

・市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅の空
あ

き地
ち

に

物
もの

を置
お

くこと

・市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅の空
あ

き地
ち

を

畑
はたけ

にすること



業
ぎょうむ

務課
か

調
ちょうさ

査係
がかり

一
いっしょ

緒に住
す

むことが認
みと

められる人
ひと

は、子
こ

供
ども

、親
おや

、祖
そ

父
ふ

母
ぼ

など

三
さんしんとうない

親等内の親
しんぞく

族です。住
す

む前
まえ

に手
てつづき

続をして許
きょか

可を受
う

ける必
ひつよう

要

があります。子
こ

供
ども

が生
う

まれた場
ば

合
あい

も届
とどけで

出が必
ひつよう

要です。

一
いっしょ

緒に住
す

む人
ひと

が別
べつ

の家
いえ

に住
す

むこ

とになったとき、死
し

亡
ぼう

したとき、氏
し

名
めい

を変
へんこう

更したときなどは、届
とどけで

出が

必
ひつよう

要です。

かく   しゅ     て     つづ

同
どう

居
きょ

者
しゃ

の承
しょうにん

認・異
い

動
どう

届
とどけ



名
めい

義
ぎ

人
にん

の変
へんこうとどけ

更届

長
ちょうき

期不
ふ　ざい

在届
とどけ

名
めいぎにん

義人（家
いえ

を借
か

りる人
ひと

）が死
し　ぼう

亡した

後
あと

も住
す

み続
つづ

けるには、一
いっ

緒
しょ

に住
す

むこ

とが認
みと

められた日
ひ

から１年
ねん

以
いじょう

上続
つづ

け

て住
す

んでいる人
ひと

が、新
あたら

しい名
めいぎにん

義人に

なる必
ひつよう

要があります。

一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

や旅
りょこう

行、入
にゅういん

院などで15

日
にち

以
いじょう

上家
いえ

に帰
かえ

らないときは、先
さき

に

届
とどけで

出が必
ひつよう

要です。

業
ぎょうむ

務課
か

業
ぎょうむ

務係
がかり

かく  しゅ   て    つづ



退
たいきょ

去の連
れんらく

絡

退
たいきょ

去検
けんさ

査

無
むだん

断退
たいきょ

去

市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅を退
たいきょ

去する場
ば

合
あい

は、15日
にち

前
まえ

までに退
たいきょ

去する日
ひ

を電
でん

話
わ

してくだ

さい。退
たいきょ

去検
けんさ

査日
び

（部
へ

屋
や

の状
じょうきょう

況を

確
かくにん

認する日
ひ

）を決
けってい

定します。※住
す

ん

でいる人
ひと

と一
いっしょ

緒に確
かくにん

認します。

家
いえ

を直
なお

すために必
ひつよう

要な金
きんがく

額を連
れんらく

絡

するので、退
たいきょ

去検
けんさ

査日
び

の後
あと

に払
はら

って

ください。（住
す

んでいた期
き

間
かん

にかかわ

らず、畳
たたみ

と襖
ふすま

を新
あたら

しいものにするお

金
かね

を払
はら

う必
ひつよう

要があります）

連
れんらく

絡せずに退
たいきょ

去した場
ばあい

合は、払
はら

ってい

ない家
や

賃
ちん

を名
めいぎにん

義人（家
いえ

を借
か

りる人
ひと

）に

請
せいきゅう

求します。連
れんらく

絡せずに退
たいきょ

去すると、

福
ふくおかし

岡市にとても迷
めいわく

惑をかけます。

募
ぼ

集
しゅう

課
か

募
ぼ

集
しゅう

係
がかり

かく  しゅ   て    つづ



駐
ちゅうしゃじょう

車場の申
もう

し込
こ

みや解
かいやく

約

その他
た

の手
てつづ

続き

市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅の駐
ちゅうしゃじょう

車場を借
か

りるときは、申
もうしこ

込みが必
ひつよう

要です。

また、利
り

用
よう

をやめるときも届
とどけで

出が必
ひつよう

要です。

水
すいどう

道代
だい

、電
でん

気
き

代
だい

、ガス代
だい

、電
でん

話
わ

代
だい

などは、それぞれの事
じ

業
ぎょう

所
しょ

で精
せいさん

算してください。

募
ぼしゅう

集課
か

駐
ちゅうしゃじょう

車場・営
えいぎょう

業係
がかり

中
ちゅうおうく

央区に住
す

んでいる人
ひと

南
みなみく

区に住
す

んでいる人
ひと

城
じょうなんく

南区に住
す

んでいる人
ひと

かく  しゅ   て    つづ



家
や

賃
ちん

は毎
まいつき

月最
さい

後
ご

の日
ひ

に支
し

払
はら

う必
ひつよう

要があ

ります。（指
し

定
てい

の金
きんゆう

融機
きかん

関（銀
ぎんこう

行、郵
ゆうびんきょく

便局

など）が休
やす

みのときは次
つぎ

の営
えいぎょうび

業日）です。

家
や

賃
ちん

の支
し

払
はら

い方
ほうほう

法は口
こう

座
ざ

振
ふりかえ

替（銀
ぎんこう

行口
こう

座
ざ

から家
や

賃
ちん

を支
し

払
はら

うこと）が便
べん

利
り

です。

口
こう

座
ざ

振
ふりかえ

替ができない場
ば

合
あい

は、納
のうにゅう

入通
つう

知
ち

書
しょ

により期
き

限
げん

までに指
し

定
てい

金
きんゆう

融機
き

関
かん

（銀
ぎんこう

行、

郵
ゆうびんきょく

便局など）で払
はら

ってください。コンビニエン

スストアでは払
はら

うことができません。

収
しゅうにゅう

入が減
へ

ったときや、

収
しゅうにゅう

入がある人
ひと

がいなく

なったときで、一
いちじてき

時的に

家
やちん

賃の支
しはら

払いが難
むずか

しい

ときなどは、申
しんせい

請により

家
やちん

賃を安
やす

くできる場
ばあい

合が

あります。

市
し

営
えい

住
じゅうたく

宅の家
や

賃
ちん

は、住
じゅうたく

宅の広
ひろ

さや住
す

ん

でいる人
ひと

の収
しゅうにゅう

入などによって、毎
まい

年
ねん

度
ど

決
き

められます。家
や

賃
ちん

を適
てきせつ

切に決
き

めるため、

住
す

んでいる人
ひと

は、毎
まいとし

年、収
しゅうにゅう

入を申
しんこく

告す

る必
ひつよう

要があります。

や　  ちん

支
しはらい

払期
き

限
げん

支
しはらい

払方
ほうほう

法

収
しゅうにゅう

入申
しんこく

告

減
げんめん

免申
しんせい

請



しゅう  ぜん

修
しゅうぜん

繕の詳
くわ

しい内
ないよう

容は、リビングノート（日
に

本
ほん

語
ご

のみ）で確
かくにん

認し

てください。窓
まどぐち

口及
およ

びお電
でん

話
わ

は日
に

本
ほん

語
ご

で対
たいおう

応します。

相
そうだん

談は日
に

本
ほん

語
ご

がわかる人
ひと

と一
いっしょ

緒にしてください。

問
と

い合
あわ

せ先
さき

平
へいじつ

日の午
ご

前
ぜん

９時
じ

から午
ご

後
ご

５時
じ

夜
や

間
かん

や土
ど

曜
よう

日
び

・日
にちよう

曜日
び

・祝
しゅくじつ

日などに起
お

こっ

た緊
きんきゅう

急事
じ

故
こ

や設
せつ

備
び

の異
いじょう

常の場
ば

合
あい

保
ほぜんか

全課

時
じかんがい

間外緊
きんきゅう

急受
うけつけ

付センター

中
ちゅうおうく

央区に住
す

んでいる人
ひと

中
ちゅうおうく

央区に住
す

んでいる人
ひと

南
みなみく

区に住
す

んでいる人
ひと

南
みなみく

区に住
す

んでいる人
ひと

※電
でんわ

話番
ばんごう

号を間
まちが

違えないように確
かくにん

認してください。

※ 緊
きんきゅう

急事
じ

故
こ

や設
せつ

備
び

の異
いじょう

常以
いがい

外は、時
じかんがい

間外緊
きんきゅう

急

受
うけつけ

付センターに電
でん

話
わ

しないでください。

城
じょうなんく

南区に住
す

んでいる人
ひと

城
じょうなんく

南区に住
す

んでいる人
ひと



しゅう ぜん

修
しゅうぜん

繕費
ひよう

用

住
じゅうたく

宅を直
なお

すときは、住
す

んでいる人
ひと

がお金
かね

を

払
はら

って直
なお

す場
ば

合
あい

と、福
ふく

岡
おか

市
し

がお金
かね

を払
はら

って直
なお

す場
ば

合
あい

があります。

住
じゅうたく

宅を直
なお

すときは、住
す

んでいる人
ひと

がお金
かね

を払
はら

って

直
なお

す場
ば

合
あい

と、福
ふく

岡
おか

市
し

がお金
かね

を払
はら

って直
なお

す場
ば

合
あい

が

あります。自
じ

分
ぶん

でお金
かね

を払
はら

って直
なお

した場
ば

合
あい

は、福
ふく

岡
おか

市
し

からお金
かね

を払
はら

うことはできません。

流
なが

しの排
はいすい

水は特
とく

につまり

やすいので、こまめに掃
そう

除
じ

してください。

また、油
あぶら

を流
なが

すとつまり

ます。油
あぶら

は流
なが

さないでく

ださい。



水
みず

漏
も

れが起
お

きたとき

風
ふ

呂
ろ

以
い

外
がい

の場
ば

所
しょ

で水
みず

が漏
も

れた場
ば

合
あい

は、すぐにふき

取
と

ってから、下
した

の部
へ

屋
や

に水
みず

が漏
も

れていないか確
かくにん

認し

てください。

洗
せん

濯
たく

機
き

置
お

き場
ば

で水
みず

が漏
も

れた場
ば

合
あい

は、洗
せん

濯
たく

機
き

の

給
きゅうすい

水・排
はいすい

水ホースが正
ただ

しく固
こて

定
い

されているか確
かくにん

認して

ください。

「水
みず

が漏
も

れる」「水
みず

が止
と

まらない」などの場
ば

合
あい

は、水
すいどう

道メーターの横
よこ

にある止
し

水
すい

栓
せん

を閉
し

めて水
みず

を止
と

めてください。

しゅう ぜん



自
じぶん

分で設
せっち

置した照
しょうめい

明やエアコン、ガス器
き

具
ぐ

、釘
くぎ

などを取
と

り除
のぞ

いた。

水
すいどう

道、電
でん

気
き

、ガス料
りょうきん

金などを全
すべ

て払
はら

った。

退
たいきょ

去連
れんらく

絡票
ひょう

を管
かんり

理組
くみあい

合（自
じちかい

治会）に提
ていしゅつ

出して、共
きょうえき

益費
ひ

を全
すべ

て払
はら

った。

電
でん

気
き

のブレーカーを落
お

とした。

ガスの元
もとせん

栓を閉
し

め、ゴムのキャップを取
と

り付
つ

けた。

部
へ

屋
や

、ベランダ、玄
げんかん

関等
とう

に置
お

いていたものを全
すべ

て出
だ

した。

部
へ

屋
や

の掃
そう

除
じ

が終
お

わった。（特
とく

に換
かんきせん

気扇、流
なが

し台
だい

、洗
せんめんき

面器、トイレなど）。

水
すいどう

道のバルブ（玄
げんかん

関横
よこ

のメーターボックス内
ない

）を閉
し

めた。

たい きょ　　　さい　　　かくにん じ　こう



掃
そうじ

除する日
ひ

ごみを出
だ

す日
ひ

毎
まいつき

月		　日
にち

毎
まいしゅう

週		　曜
よう

日
び

◎ごみは決
き

められた袋
ふくろ

に入
い

れてください。

◎決
き

まった日
にちじ

時と場
ばしょ

所に出
だ

してください。（暗
くら

くなってから夜
よる

12時
じ

までに出
だ

してください）

◆　燃
も

えるごみ	 毎
まいしゅう

週 曜
ようび

日と	 曜
ようび

日

◆　ペットボトル（ビン）	 毎
まいつき

月第
だい

 曜
ようび

日

◆　燃
も

えないごみ（空
あ

き缶
かん

、割
わ

れたビン）	 毎
まいつき

月第
だい

 曜
ようび

日
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